
　９月22日㈯上野原地区の天池において、無数の
キャンドルが灯され、幻想的なキャンドルイベン
トが開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、天空は満点の星空。下
は天池の水面に写り込むキャンドルの幻想的な灯
で訪れる人びとを魅了しました。
　また、イベントとして併催されたヨガ教室や夕
食会も大好評となりました。
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■平成29年度決算状況について

■栄村総合防災訓練についてほか

■秋山・郷の市開催についてほか

■スキー場冬季職員募集についてほか
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（2）広 報 さ か え平成30年10月１日

　平成29年度の栄村一般会計の決算額は、歳入が38億511万円（対前年度比5.4％減）、歳出が35億9,695万
円（対前年度比0.6%増）となりました。翌年度に繰り越す各種事業の財源3,603万円を控除した実質収支
額は1億7,213万円となっています。

歳出額を村民一人あたりで割ってみると……（平成30年３月31日現在　1,899人で計算）

公債費
154,782円

民生費
258,873円

総務費
546,156円

農林業費
225,161円

商工費
145,619円

土木費
210,748円

教育費
104,961円

衛生費
112,570円

災害復旧費
38,178円

その他
（消防・議会・労働）
97,083円

合　計　　1,894,131円（対前年比82,190円の増）

平成29年度 決算の状況
1 一般会計決算の概要

※注）端数処理を行っているため、合計が一致しない場合があります。

村民皆さんから頂きました １億8,785万円
昨年度から繰り越された
お金 ２億4,855万円

国・県から配分されました 23億8,307万円
借金をしました ２億5,980万円
貯金を下ろしました ４億8,544万円
その他様々な収入です ２億4,040万円

借金を返しました ２億9,393万円
お年寄りや子どもたちの
ために ４億9,160万円

庁舎管理など 10億3,715万円
農林業のために ４億2,758万円
観光や温泉、バス運行の
ために ２億7,653万円

道路橋梁や除雪のために ４億　　 21万円
学校や生涯学習のために １億9,932万円
健康管理やごみ処理のた
めに ２億1,377万円

農地、道路等災害復旧事
業に 7,250万円

その他様々な出費 １億8,436万円

残 金　　2億816万円
Ｈ29，30年度の２ヵ年事業 
　　　………３，６０３万円
貯　金………８，５００万円
繰　越………８，７１３万円

38億511万円

35億9,695万円

収入

支出

村税
1億8,785万円（4.7％）

地方譲与税
6,108万円（1.5％） 

利子割交付金
22万円（0％） 

配当割交付金
54万円（0％） 

株式等譲渡所得割交付金
58万円（0％） 

地方消費税交付金
3,585万円（0.9％） 

自動車取得税交付金
1,552万円（0.4％）  

地方特例交付金
46万円（0％）  

地方交付税
16億8,974万円
（42.0％）  

議会費
4,560万円（1.3％）

総務費
10億3,715万円
（29.0％）

民生費
4億9,160万円
（13.8％）

衛生費
2億1,377万円（6.0％）

労働費
2,067万円（0.6％）

消防費
1億1,809万円（3.3％）

農林水産業費
4億2,758万円（12.0％）

商工費
2億7,653万円（7.7％）

土木費
4億0,021万円（11.2％）

教育費
1億9,932万円（5.6％）

災害復旧費
7,250万円（2.0％）

公債費
2億9,393万円（8.2％）

交通安全対策特別交付金
55万円（0％）

分担金・負担金
1,656万円（0.4％） 

使用料・手数料
3,453万円（0.9％） 

国庫支出金
1億3,234万円（3.3％）

県支出金
4億4,619万円（11.1％）

財産収入
2,658万円（0.7％）

寄付金
1億3,065万円（3.2％）

繰入金
4億8,544万円（12.1％）

繰越金
2億4,855万円（6.2％）

諸収入
3,208万円（0.8％）

村債
2億5,980万円（6.5％） 歳入

歳入
38億511万円

歳出
35億9,695万円

歳出

栄村の財布



広 報 さ か え（3） 平成30年10月１日

2 特別会計決算の概要

3 村債と基金の状況（一般会計分）　～村債は減、基金は増～

　村の借金に当たる村債残高は、平成28年度に就労施設整備事業（貸工場・平滝）等借入れにより29億1,800万円ほどに増加し
ましたが、平成29年度は2,000万円ほど減少しました。
　 一方、村の貯金に当たる基金残高は、減債基金、栄村震災特別基金等の積立が多くなり前年度より4億381万円増の24億9,626
万円となりました。

（単位：万円）

区　　分 28年度末
残高

29年度実績 29年度末
残高取崩等 積立

積
立
基
金

財政調整基金 133,764 19,500 20,207 134,471
減債基金 0 0 30,000 30,000
ふるさと創生基金 16,771 3,220 922 14,473
克雪対策基金 17,232 0 2 17,234
栄村東日本大震災
復興交付金基金

11,307 2,262 0 9,045

栄村震災復興特別基金 8,513 3,847 25,205 29,871
その他特定目的基金 16,963 19,715 12,589 9,837

定額運用基金 4,695 0 0 4,695
合        計 209,245 48,544 88,925 249,626

（単位：万円）

会　　　計 歳　入 歳　出 差　引 一般会計繰入金
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 25,344 24,999 345 2,256
国 民 健 康 保 険（ 施 設 勘 定 ） 12,602 11,995 607 2,782
秋 山 診 療 所 716 577 139 0
後 期 高 齢 者 医 療 2,920 2,914 6 1,429
介 護 保 険 38,645 37,260 1,385 7,687
簡 易 水 道 17,261 17,001 260 7,640
生 活 排 水 処 理 4,578 4,542 36 880
農 業 集 落 排 水 1,522 1,385 137 540
ス キ ー 場 10,256 10,229 27 7,139
ケ ー ブ ル テ レ ビ 2,611 2,571 40 543

合　　　　　計 116,455 113,473 2,982 30,896

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

※注）端数処理を行っているため、実際の決算額と一致しない場合があります。

29年度実施主要事業
地域おこし協力隊員の配置 1,597 新規雇用奨励事業 928
ふるさと復興支援金事業 890 社会資本整備総合交付金 5,703
路線バス運行委託（津南～和山線・森～津南線） 1,282 防災・安全交付金事業 968
平成29年10月22日～23日発生
台風21号豪雨災害復旧事業

1,280 スクールバス購入 809 

空き家対策事業 1,923 苗場山麓ジオパーク推進事業 1,120 

29年度実施主要事業（特別会計）
一般介護予防事業 745 水道施設整備事業（森地区） 4,849 

（単位：万円）

村債と基金の状況（一般会計分）
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（4）広 報 さ か え平成30年10月１日

　一般会計に一定の特別会計を合算したものを「普通会計」と言います。本村では、一般会計、ケーブルテレ
ビ特別会計を合算して普通会計を構成しています。通常、地方自治体の財政状況の把握・分析にあたっては、
この「普通会計」が用いられます。

　29年度の普通会計決算は、前年度
に比べ歳入は5.9％減、歳出は0.04％
の増となりました。
　実質収支から前年度の実質収支を
差し引いた単年度収支は2億5,450万
円の赤字となりました。
　単年度収支の黒字要素である積立
金等と赤字要素である積立金取崩額
を精算した実質単年度収支は、4億
4,742万7千円の赤字となりました。

⑴決算収支の状況

⑵性質別歳出の状況

　普通建設事業費は、H28年に就労施設整備事業が完了したため前年度比46.8%の減となりました。また、減
債基金積立等により基金への積立金が前年度比119％の増となりました。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2,987

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29（年度）

（百万円）

2,615

3,674
3,422

6,391

7,619

6,860

4,866

4,118

4,618
4,219

4,117 4,065 3,826
3,6173,6163,672

5,640

歳入総額
歳出総額

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H17

1,964

182

518
400

242
327

1,004

2,271

1,304
1,168

840

489

1,792

3,309

1,894

1,876
1,882

1,831

1,907

2,596

地方交付税等
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投資的経費
（百万円）

歳出合計
36億1,623万円

2,135 2,152

1,899

1,927
1,8001,760

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29（年度）

地方交付税等
投資的経費

人件費
5億2,817万円
（14.6%）

扶助費
7,823万円
（2.2%）

公債費
2億9,393万円
（8.1%）

普通建設費
4億1,661万円
（11.5%）

災害復旧費
7,249万円（2%）

物件費
6億2,913万円（17.4%）

維持補修費
1億6,128万円（4.5%）

補助費等
4億171万円
（11.1%）

積立金
6億8,926万円
（19.1%）

投資出資
0万円（0%）

繰出金
3億4,542万円（9.6%）

※実質単年度収支とは、単年度収支から実質的な赤字・黒字要素（貯金の出し入れや
借金の繰上返済）を加減したもので、当該年度だけの実質的な収支を表す数値です。

（単位：万円）

区分
歳入 
（A）

歳出 
（B)

歳入歳出
差引 

（A)-(B) 
（C）

翌年度 
繰越財源 
（D)

実質収支 
（C)-(D) 
（E)

単年度
収支 
（F)

積立金 
（G)

繰上げ
償還 
（H)

積立金
取崩額 
（I)

実質単年度
収支 

（F)+(G)
+(H)-(I) 
（J)

29年度 382,579 361,724 20,856 3,603 17,253 △ 25,450 207 0 19,500 △ 44,743
28年度 406,497 361,595 44,902 2,199 42,703 5,455 268 0 6,000 △ 277

普通会計決算収支

歳入歳出年度別推移

地方交付税等の推移／投資的経費の推移

4 普通会計決算財政分析 

決算収支の状況

性質別歳出の状況

※注）「地方交付税等」には臨時財政対策債を含みます。



広 報 さ か え（5） 平成30年10月１日

財政健全化判断比率・資金不足比率について
平成29年度決算に基づく

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財政の健全度を判断
する指標「健全化判断比率等」を村民の皆さんに毎年公表することが義務
付けられています。
　平成29年度決算に基づく栄村の財政状況は、いずれの指標も国の基準を
下回っておりおおむね健全であるという結果になりました。

◆平成29年度指標◆

【早期健全化基準とは…】
　イエローカードといわれるもので、
財政が危ない状態と判断され、悪化
した原因を分析し改善計画を作り、
自主的な改善努力により財政の健全
化を図らなければなりません。

【財政再生基準とは…】
　レッドカードといわれるもので、財
政運営がどうにもならない状態と判断
され、財政を立て直す計画を作り、国
等の関与による確実な再生を図らなけ
ればなりません。立ち直るまで、何を
行うにも国にお伺いをしなければなら
ず、村独自では何もできなくなります。

※普通会計決算の詳細は栄村ホームページ（http://www.vill.sakae.nagano.jp/）の
「暮らし情報」→「各課からのお知らせ」からご覧いただけます。

【問合せ先】総務課企画財政係　☎0269-87-3112　　☎050-3583-2111（直通）

平成29年度寄付金状況
寄付件数／5,105件　　寄付金額／130,647,303円

（内訳：農業支援目的寄付金　5,015件　125,893,002円　　一般寄付金　90件　4,754,301円）
一般寄付金のみ寄付者の希望に応じて、氏名と住所を公表させていただいています。

※「＊＊＊」表記部分は、公表を希望されない部分です。

区　分
栄村 早期健全化基準

（イエローカード）
財政再生基準
（レッドカード）平成29年度 平成28年度

①実質赤字比率 ̶ ̶ 15.0％ 20.0％
②連結実質赤字比率 ̶ ̶ 20.0％ 30.0％
③実質公債費比率 5.9％ 5.4％ 25.0％ 35.0％
④将来負担比率 ̶ ̶ 350.0％

⑤資金不足判断基準 ̶ ̶ 20.0％（経営健全化判断基準）

ご住所 お名前
東京都 匿　名
三重県 匿　名
京都府 赤染　益輝 様
兵庫県 匿　名
大阪府 井上　英世 様

ご住所 お名前
千葉県 匿　名
＊＊＊ 山本　宏文 様
千葉県 匿　名
＊＊＊ 関口　廣美 様
千葉県 匿　名

お名前
栄村関西の会 様
明治安田生命　友和会　様
NTT労働組合　北関東信越総支部 様

実質赤字比率　該当なし
　普通会計（一般会計、ケーブルテレビ特別会計）が抱
える赤字の規模を示す比率です。
◆本村は黒字のため「該当なし」です。

実質公債費比率　5.9％
　全ての会計や一部事務組合などを含む村全
体の借入金返済額の規模を示します。
◆本村では、5.9％で早期健全化基準を下回りました。
※精査の結果一部数値が変更になっております。

資金不足比率　該当なし
　水道、下水道、スキー場など、利用した方から使用料をもらって運営している公営企業会計の資金不足額を、公営
企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を表す比率です。
◆当村は、資金不足が生じた公営企業はないため、資金不足比率は該当しません。

将来負担比率　該当なし
　村が今後返済していく借金や、将来支払わなければいけない
可能性のある負担金（退職手当支給予定額）等の現時点での残
高を示す比率です。
◆本村は、基金への積立（貯蓄）が増えたため比率は「該当なし」となりました。

連結実質赤字比率　該当なし
　村の全ての会計の赤字や黒字を合算し、村全体と
しての赤字の規模を示す比率です。
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～災害に強い、日本一安心できる村へ～

　防災訓練は、災害時の行政・村
民・関係機関の連携・協力体制を
確立し、１人１人が災害にどのよ
うに備えるかを確認する大切な機
会です。
　今年度は、昨年台風の影響で中
止となった東部地区を対象に、避
難訓練や消防団訓練に加え、備蓄
品の試食など子どもから大人まで
誰でも楽しみながら防災について
学べる内容になっています。防災
講習会は、訓練対象地域外の方で
もご参加いただけますので、是非
ご参加ください。

問合せ先 総務課　情報防災係　☎0269-87-3112

　９月24日㈪に、長野市ホクト文化ホールにおいて、自治体消防制
度70周年記念長野県大会が開催されました。
　大会では消防防災活動に特に功績のあった団体、個人が表彰され、
栄村消防団と齋藤眞吾栄村消防団顧問がそれぞれ受賞されました。

♦功　績（消防団）
　栄村消防団はＨ23年の長野県北部地震の際、村
の広範囲で甚大な被害が発生する中、保坂良徳団
長（当時）指揮のもと迅速に住民の安否確認と避
難誘導を行い、１人の死者、重傷者を出すことな
く避難を完了させました。
　また、住民が不在となった集落で窃盗や不審者
の浸入を防ぐため、２４時間態勢で１０日間に渡り警
戒を行い、村と住民の安心・安全を守りました。

♦功　績（齋藤顧問）
　齋藤顧問は40年以上の長きに渡り消防団員と
して活躍されました。その間に分団長を２年間、
副団長を６年間、団長を４年間歴任され、豊富
な消防知識と優れた統率力、その温和な人柄か
ら団員の信望も厚く、栄村消防団の発展に大き
く貢献していただきました。現在も顧問として
消防団をご指導いただいています。

①避難所への避難訓練
・東部地区（雪坪・志久見・柳在家・切欠・長瀬・原向・笹原）

を対象に避難訓練を実施します。なお、当日は村からの緊急
放送や消防団のサイレン等が村内全域で流れる他、エリアメ
ールを役場から配信しますのでご了承ください。

②防災講習会（10：00頃〜）
・会場：東部小学校グランド
・内容：日赤奉仕団による炊出し訓練（試食もできます）
　　　　消火器訓練、バケツリレー、火災の煙体験

③災害対策本部設置運営訓練
・会場：栄村役場
・内容：役場職員が大規模災害に対する初期対応訓練を行います

訓練内容

栄村総合防災訓練を
11月４日㈰に行います

栄村消防団・栄村消防団顧問の
齋藤眞吾さんが表彰されました

▲表彰された皆さん
（左から２番目　齋藤顧問）
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

長
野
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
！

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
開
催

　

８
月
26
日
㈰
、
諏
訪
市
で
開
催
さ
れ

た
長
野
県
知
事
杯
争
奪
第
33
回
長
野
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
、
出
場
80
チ
ー
ム
。
コ
ー
ト
は
20
面

あ
る
大
規
模
な
大
会
で
、
栄
村
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
盟
は
栄
村
チ
ー
ム
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
大
き
な
大
会
に
出
場
し
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
糧
に
更
な
る
活
躍
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
２
日
㈰
栄
村
農
村
広
場
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
あ
が

り
、
好
天
の
も
と
参
加
者
22
名
が
７
組

に
分
か
れ
て
競
技
を
行
な
い
賑
や
か
で

楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

　

優　

勝　

斎
藤
敏
男
さ
ん（
箕
作
）59

　

準
優
勝　

月
岡
美
雄
さ
ん（
白
鳥
）68

　

第
三
位　

関
谷
光
男
さ
ん（
月
岡
）70

　

※
数
字
は
ス
コ
ア

　

村
民
の
み
な
さ
ん
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
道

具
の
貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
で

の
交
流
や
健
康
増
進
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
利
用
方
法
な
ど
不
明
な
点
は
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

▲相手の玉をアウトボールにする亀井会長

　

９
月
９
日
㈰
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大

会
が
農
村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
各
チ
ー

ム
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
を
出
し
な
が
ら

白
熱
し
た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝

は
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
最
後
は

同
点
で
、
じ
ゃ
ん
け
ん
で
の
決
着
に
も

つ
れ
込
み
ま
し
た
が
、
見
事
、
西
部
ラ

イ
オ
ン
ズ
が
勝
利
し
、
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

◆
大
会
結
果

　

優　

勝　

西
部
ラ
イ
オ
ン
ズ

　

準
優
勝　

東
部M

O
D

O
K

I

　

３　

位　
O

H
!

町　

　

４　

位　

て
る
て
る
坊
主

　

５　

位　

㈱
サ
ン
タ
キ
ザ
ワ

平成３０年度　村発注の工事等契約状況は以下のとおりです。
件数 工事／業務名 集落 請負業者 内　　容

１ 村単道路改良工事　森７号線 森 ㈱廣瀬建設 森地区内道路改良工　舗装工９４㎡　ガードレールＬ=7.5m
排水工　一式　ブロック積工　Ａ=10.2㎡

２ 村単道路改良工事　平滝上東原線 平滝 ㈱廣瀬建設 平滝地区内道路改良工　排水工Ｌ=10.0ｍ
暗渠工Ｌ=10.0ｍ 　舗装工Ａ=35.6㎡

３ 村単道路舗装修繕事業　白鳥北線 白鳥 北信舗道㈱ コンビニエンスたきざわ　三叉路から踏切までの道路舗
装工事です。　Ｌ=177.5ｍ　Ａ=820㎡

４ 社会資本整備総合交付金事業
除雪ステーション建設工事　施工監理業務 箕作 ㈲松村建築

設計事務所
百合居温泉裏に建設する除雪基地建設に伴う施工監理です。
鉄骨造　１階建て　建築面積190.79㎡

５ 社会資本整備総合交付金事業
除雪ステーション建設工事 箕作 ㈱サンタキザワ 百合居温泉裏に建設する除雪基地建設です。

鉄骨造　１階建て　建築面積190.79㎡

６ 社会資本整備交付金（道路）事業
村道箕作泉平線改良⑴工事 泉平 ㈱廣瀬建設 村木～泉平集落間の道路改良工事

今年度は暗渠台付管の布設替と道路拡幅工事

　工事施工に伴い、通行制限等でご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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長
野
県
内
最
低
賃
金
改

正
に
つ
い
て

介
護
休
業
制
度
に
つ
い
て

小
水
力
発
電
事
業
の
実

現
に
向
け
た
流
量
調
査

を
開
始
し
ま
し
た

11
月
11
日
は

「
介
護
の
日
」
で
す

　

家
族
の
介
護
を
行
う
、
労
働
者
の
仕

事
と
生
活
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

の
介
護
休
業
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

介
護
休
業
制
度
は
、「
育
児
・
介
護

休
業
法
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
就
業
規

則
に
な
く
て
も
取
得
で
き
ま
す
。

・
介
護
休
業
は
、
対
象
家
族
１
人
に
つ

き
、
通
算
93
日
、
３
回
ま
で
取
得
可

能
・
介
護
の
た
め
の
所
定
外
・
時
間
外
労

働
及
び
深
夜
業
の
制
限
並
び
に
所
定

労
働
時
間
短
縮
等
の
制
度
が
あ
り
、

事
業
主
は
労
働
者
か
ら
求
め
ら
れ
た

場
合
、
こ
れ
ら
の
支
援
措
置
を
講
ず

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
通
院
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
へ
の
送
り
迎

え
に
利
用
で
き
る
介
護
休
暇
も
年
間

５
日
間
取
得
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　

☎
０
２
６
─

２
２
７
─

０
１
２
５

　

介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
専
門

職
の
皆
さ
ん
に
、
温
か
く
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
11
月
11
日

が
「
介
護
の
日
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
、国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、

使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最

低
賃
金
」
が
、
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
時
間
額
８
２
１
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た
中

小
企
業
へ
の
助
成
金
等
支
援
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

中
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

２
１
０
５

　

８
月
31
日
㈮
、
森
地
区
に
あ
る
東
入

沢
川
の
頭
首
工
に
て
、
小
水
力
発
電
事

業
実
現
に
向
け
た
流
量
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
小
水

力
発
電
導
入
可
能
性
調
査
の
調
査
結
果

か
ら
、
調
査
し
た
地
点
の
中
で
は
森
用

水
が
最
有
力
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
の

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
は
、
仮
定
の
計
算
上
は
有

力
で
あ
る
と
い
う
段
階
な
の
で
、
ま
ず

は
一
年
間
、
実
際
の
川
の
水
位
や
流
量

が
通
年
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、
そ
の
変

動
等
を
把
握
す
る
た
め
、
頭
首
工
付
近

に
水
位
計
を
設
置
し
て
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
が
出
た
段
階
で
、
事
業

実
施
の
可
否
や
調
査
継
続
の
必
要
性

等
を
協

議
す
る

予
定
で

す
。

「
長
野
県
介
護
の
日

県
民
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す

◇
日　

時　

11
月
３
日
㈯

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
16
時
30
分

◇
場　

所　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

中
ホ
ー
ル

◇
内　

容　
「
介
護
の
魅
力
」
発
信
講

　
　
　
　
　

演
会

　

長
野
県
出
身
で
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
持
ち
モ
デ
ル
と
し
て
も
活
躍
す
る
上

條
百
里
奈
氏
と
イ
ケ
メ
ン
介
護
福
祉
士

杉
本
浩
司
氏
が
介
護
の
魅
力
を
講
演
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

長
野
県
「
介
護
の
日
」

　

普
及
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
─

２
２
８
─

５
０
０
５

　この宝くじの収益金は市町村
の明るく住みよいまちづくりに
使われます！

（公財）長野県市町村振興協会

▲森頭首工での流量調査

10月１日㈪　発売!!
１枚　300円

ハロウィン
ジャンボ宝くじ
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今
秋
、
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
と
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し

て
、「
秋
山
・
郷
の
市
２
０
１
８
」が
切

明
温
泉
雄
川
閣
前
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
最
高
の
お
も

て
な
し
で
秋
山
郷
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
実
施
期
間

　

10
月
12
日
㈮
～
10
月
28
日
㈰

※
８
日
を
除
く
月
曜
は
休
業
で
す
。

※
６
日
㈯
〜
８
日
㈪
の
間
プ
レ
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

◇
オ
ー
プ
ン
時
間

　

10
時
～
15
時
半

※
都
合
に
よ
り
時
間
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
場
所　

切
明
温
泉
雄
川
閣
前

※
駐
車
場
有
、
公
衆
ト
イ
レ
有

◇
販
売
品

　

栄
村
名
物
「
キ
ノ
コ
汁
」
や
郷
土
食

「
あ
ん
ぼ
」地
元
食
材
を
使
っ
た「
※
秋

山
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
」
な
ど
販
売
予
定

※
土
・
日
・
祝
日
の
み
販
売

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
３
３

秋
山
・
郷さ

と

の
市
２
０
１
８

開
催

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
祭

開
催
に
つ
い
て

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

信
州
の
長
寿
ご
は
ん

イ
ベ
ン
ト
に
栄
村
が

出
店
し
ま
し
た
！

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
左
記
の
と
お
り
セ
ン
タ
ー
祭
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
日　

時　

10
月
27
日
㈯

　
　
　
　
　

10
時
～
14
時
半

◇
場　

所　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◇
内　

容

・
講
演
会　

テ
ー
マ
：「
老
化
と
勘
違

い　

忍
び
寄
る
廃
用
症
候
群
」

・
セ
ン
タ
ー
寄
席
、
日
本
の
古
典
芸
能

に
親
し
も
う

・
足
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
、
骨
盤

底
筋
運
動
の
相
談 
お
食
事
な
ん
で

も
相
談
（
御
自
宅
の
お
み
そ
汁
持
参

く
だ
さ
い
。
塩
分
は
か
り
ま
す
）

・
運
転
評
価
を
体
験
し
て
み
よ
う
、
新

教
習
車
展
示
、
福
祉
・
医
療
相
談
、

高
次
脳
わ
く
わ
く
サ
ロ
ン
、
白
衣
で

記
念
撮
影
な
ど

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
２
６
─

２
９
６
─

３
９
５
３

　

９
月
20
日
㈭
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

で
信
州
の
長
寿
ご
は
ん
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
栄
村
の
食
材

を
使
用
し
て
村
が
共
催
す
る
形
で
、「
長

野
県
最
北
端 

栄
村
の
郷
土
食
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
は
予
約
制
で
、
郷
土

食
に
興
味
の
あ
る
女
性
の
方
が
中
心
に

50
人
余
り
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
東

京
栄
村
会
の
方
々
も
、
上
辻
会
長
を
は

じ
め
数
名
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

料
理
は
栄
村
産
の
食
材
を
使
い
、
村
有

志
の
女
性
グ
ル
ー
プ「
ご
っ
つ
ぉ
の
会
」

が
「
一
汁
三
菜
」
の
形
式
で
提
供
し
、

食
器
は
栄
村
歴
史
文
化
館「
こ
ら
っ
せ
」

に
保
管
し
て
あ
る
廣
瀬
家
の
民
具
を
使

用
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
お
客
様
か
ら
は
、「
器
が
素

敵
で
目
で
も
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
し

た
」
と
い
う
声
、
ま
た
料
理
の
味
に
つ

い
て
は
、「
山
菜
や
保
存
食
等
、
東
京

で
は
食
べ
ら
れ
な
い
手
塩
に
か
け
ら
れ

た
貴
重
な
料
理
ば
か
り
で
、
ほ
っ
と
す

る
味
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
、
好
評
で
し
た
。

　

今
後
は
、
栄
村
ま
で
実
際
に
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
村
内
で
郷
土
食
を

提
供
で
き
る
場
づ
く
り
等
、
観
光
と
も

絡
め
な
が
ら
、食
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

▲賑わいを見せる銀座NAGANO会場内

▲江戸時代の漆器で提供された栄村郷土食
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ス
キ
ー
場
冬
季
臨
時

職
員
の
募
集

お
仕
事
探
し
を
始
め
ま
せ
ん
か

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
・
自
衛
官
候

補
生
募
集
に
つ
い
て

《
職
種
・
募
集
人
数
》

　

リ
フ
ト
係
・
圧
雪
係

　

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名    

《
資　

格
》

　

平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以

上
68
歳
以
下
の
健
康
で
明
る
い
方

《
雇
用
期
間
》

　

平
成
30
年
12
月
10
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日

《
基
本
賃
金
（
日
額
）》

　

７
５
０
０
円

《
募
集
期
間
》

　

平
成
30
年
10
月
10
日
～

平
成
30
年
10
月
19
日

《
応
募
方
法
》

　

役
場
窓
口
及
び
秋
山
支
所
に
用
意
し

て
あ
る
採
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
》

　

書
類
審
査
の
他
、
面
接
を
実
施
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　

地
域
の
中
小
企
業
勤
労
者
と
事
業
主

の
た
め
の
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
団
体
で
す
。

  

安
価
な
掛
金
で
結
婚
や
出
産
、
傷
病
、

災
害
見
舞
金
な
ど
の
共
済
給
付
や
各
種

制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人

事
業
主
の
方
で
も
ご
加
入
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山
で
は
、
皆
様
の

ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
豊
富
な

求
人
量
と
、
職
業
相
談
に
よ
り
「
お
仕

事
探
し
の
お
手
伝
い
」
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
７
月
末
現
在
、
お
仕
事
探

し
の
登
録
を
し
て
い
る
方
１
，
２
０
３

人
に
対
し
て
、
事
業
所
か
ら
の
求
人
募

集
は
１
，
８
１
２
人
分
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
離
職
し
て
お
仕
事
探
し
を
す

る
方
の「
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
」等
も

お
受
け
し
ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山
管

内
は
、例
年
、夏
か
ら
初
冬
に
か
け
多
く

の
求
人
募
集
が
提
出
さ
れ
る
時
期
で
す
。

「
今
が
仕
事
探
し
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
」

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
で
は
左

記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

（
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
）

◇
概
要　

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機

能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
に
お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応
で

き
る
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
た

め
に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象

に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

◇
資
格　

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未

満
の
者

◇
一
般
受
付
期
間

　

30
年
11
月
１
日
～
31
年
１
月
７
日

◇
試
験
日

・
１
次
：
31
年
１
月
19
日

・
２
次
：
31
年
２
月
１
日
～
４
日

◇
合
格
発
表　

志
願
票
受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
０
２
６

平
成
31
年
度 

栄
村
起
業

支
援
事
業
補
助
金
・
栄
村

新
規
雇
用
奨
励
事
業
補
助

金
の
事
前
相
談
に
つ
い
て

　

栄
村
で
は
村
内
経
済
の
活
性
化
や
起

業
者
支
援
、
雇
用
機
会
拡
大
な
ど
を
目

的
と
し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
金
に
は
対
象
と
な
る
要

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
31
年
度

に
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
事
前

に
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

商
工
観
光
課　

企
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

公
共
職
業
訓
練
訓
練
生
募
集

◇
受
講
科
目　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科

◇
利
用
科
目　

パ
ソ
コ
ン
基
礎
応
用

◇
訓
練
期
間　

平
成
30
年
11
月
13
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
２
月
12
日

◇
募
集
期
間　

10
月
26
日
ま
で

◇
訓
練
場
所

　

中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９
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月
岡
家
の
古
文
書
に
、
文
政
元
年

（
１
８
１
８
年
）
の
妙
高
登
山
の
記
録

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
６
月

21
日
に
、
仲
間
７
人
で
白
鳥
村
を
出
発

し
て
平
丸
村
（
妙
高
市
）
で
一
泊
し
ま

し
た
。
翌
日
は
関
山
宿
の
旅は

た

籠ご

屋
で
泊

ま
っ
て
登
頂
に
備
え
ま
し
た
。
こ
の
年

は
信
越
各
地
か
ら
信
者
が
千
人
も
集
ま

っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
妙
高
山
の
阿
弥

陀
信
仰
の
盛
況
ぶ
り
が
う
か
が
い
知
れ

ま
す
。

　

妙
高
登
山
が
済
む
と
、
人
々
は
足
を

延
ば
し
て
戸
隠
神
社
や
善
光
寺
に
立
ち

寄
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

　

こ
の
た
び
白
鳥
出
身
の
月
岡 

哲
氏

（
長
野
市
在
住
）か
ら
同
家
に
伝
わ
る
古

文
書
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

多
く
は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
妙

高
山
へ
の
参
拝
登
山
に
関
す
る
も
の
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
栄
村
で
は
妙
高
信
仰

に
関
す
る
資
料
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。新
た
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
妙
高
山
は
い
つ
で
も
、
だ
れ

で
も
登
山
で
き
ま
す
が
、
江
戸
時
代
は

毎
年
６
月
23
日
だ
け
の
、
し
か
も
集
団

登
山
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
妙
高

山
頂
の
阿
弥
陀
如
来
を
参
拝
す
る
た
め

の
登
山
で
し
た
。参
拝
者
は
登
山
前
に
、

妙
高
山
を
管
理
し
て
い
る
関
山
宿
（
妙

高
市
）
の
宝
蔵
院
（
関
山
神
社
の
別
当

寺
）
の
許
可
を
得
て
お
く
規
則
が
あ
り

ま
し
た
。

　

白
鳥
村
で
は
月
岡
家
の
先
祖
が
先せ

ん

達だ
つ

（
指
導
者
）
に
な
っ
て
、
希
望
者
を
募

っ
て
登
山
を
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。
先

達
は
集
団
の
目
印
に
な
る
先
達
旗
を
持

参
し
、
法ほ

螺ら

貝が
い

を
吹
き
な
が
ら
登
山
し

た
の
で
す
。
月
岡
家
に
は
、
先
達
旗
と

法
螺
貝
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
⑱
❖❖

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
沢
山
の
方
々

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｏ
会
で
は
こ
の
他
に
も
、
河
岸

段
丘
花
火
の
手
伝
い
や
、
村
主
催
の

１
０
０
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
サ
ポ
ー

ト
。
雪
ん
子
ま
つ
り
で
の
出
店
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
く

た
め
、Ｇ
Ｏ
会
自
ら
秋
山
地
区
の「
空

き
ビ
ン
回
収
」
や
「
竹
の
子
狩
り
」

と
い
っ
た
、
自
分
た
ち
の
活
動
資
金

に
充
て
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
山
地
区
は
Ｇ
Ｏ
会
や
協
力
隊
の

方
々
の
協
力
も
あ
り
、
年
々
新
た
な

取
組
で
活
動
に
変
化
を
加
え
、
そ
う

し
た
努
力
が
実
り
、周
り
か
ら
は「
秋

山
郷
は
活
気
が
出
て
来
た
な
」
と
い

う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
秋
山
郷
に
沢
山
の
方

が
訪
れ
、
益
々
活
気
の
あ
る
活
動
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、Ｇ
Ｏ
会
の
方
々
か
ら『
是

非
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
』
と
い
う
熱
い
想
い
を
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。�

【
取
材
：
特
命
対
策
課
】

〜
お
ら
と
こ
の
自
慢
〜

▲白鳥絵柄の先達旗

Ｇ
Ｏ
会

　

今
回
は
秋
山
地
区
の
青
年
団
『
Ｇ

Ｏ
会
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｇ
Ｏ
会
は
秋
山
郷
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
活
動
の
一
方
で
、「
皆
で

も
っ
と
楽
し
も
う
！
」
と
い
う
想
い

か
ら
、
秋
山
地
区
の
20
代
～
50
代
の

方
が
集
ま
り
２
年
半
程
前
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
メ
ン
バ
ー
は
徐
々
に
増

え
、
現
在
で
は
20
名
程
の
方
が
メ
ン

バ
ー
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｏ
会
の
主
な
活
動
は
、
地
域
の

祭
礼
準
備
か
ら
当
日
の
屋
台
や
抽
選

会
な
ど
の
企
画
運
営
。
お
盆
に
帰
省

す
る
大
人

か
ら
子
ど

も
を
対
象

と
し
た
魚

釣
り
や
魚

の
つ
か
み

取
り
、
ま

た
夜
に
は

盆
踊
り
を

開
催
す
る

な
ど
様
々

▲今年も大盛況となった秋山地区の祭礼

妙
高
山
の
阿
弥
陀
信
仰
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.40

　

栄
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
秋
山
協

力
隊
の
杉
森
で
す
。
空
が
高
く
な
り
ス
ス
キ

が
気
持
ち
よ
く
揺
れ
る
秋
ら
し
い
爽
や
か
な

日
々
で
す
。
早
い
も
の
で
私
の
協
力
隊
の
任

期
も
半
分
の
折
り
返
し
地
点
に
到
達
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
和
山
集
落
へ
移
り
、
空
家
整
理

と
活
動
拠
点
と
し
て
使
用
す
る
旧
お
土
産
店

の
整
理
に
掛
か
り
な
が
ら
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
郷
シ
ル
」
の
制
作
、
北
信
振
興
局
か
ら
の

依
頼
、
学
生
の
受
け
入
れ
、
個
人
的
な
ク
ラ

フ
ト
作
家
と
し
て
の
活
動
な
ど
目
が
回
る
忙

し
さ
の
中
、
あ
っ
と
い
う
間
に
駆
け
抜
け
て

今
に
至
り
ま
す
。　

　

そ
し
て
こ
の
一
年
半
の
間
に
11
組
述
べ
26

人
の
友
人
が
秋
山
郷
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
食
文
化
、
山
登
り
、
魚
釣
り
、
温
泉
、

豪
雪
、
ア
ー
ト
、
地
域
文
化
、
秋
山
郷
を
訪

れ
る
興
味
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
で
感
想
も
様
々
に

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
皆
共
通
し
て

雄
大
な
山
並
み
に
感
動
し
、
山
菜
や
川
魚
、

地
の
野
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
に
感
動
し
、

温
泉
に
癒
さ
れ
、
紅
葉
と
豪
雪
に
興
奮
し
、

昔
な
が
ら
の
山
郷
の
風
景
を
し
み
じ
み
と
感

じ
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
に
心
温
め
て

く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
和
山
へ
移
っ
て
か
ら
訪
れ
て
く
れ
た

か
つ
て
の
愛
知
県
山
岳
会
時
代
の
仲
間
た
ち

は
、
と
に
か
く
目
の
前
の
鳥
甲
山
の
絶
景
や

温
泉
に
感
動
し
て
わ
ず
か
一
泊
二
日
で
し
た

が
何
度
も
山
を
眺
め
温
泉
に
つ
か
っ
て
堪
能

し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
別
の
友

人
が
言
っ
た
一
言
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
君
が
こ
こ
に
い
て
案
内
し
て
く
れ
る

か
ら
私
た
ち
は
秋
山
郷
の
色
ん
な
事
を
経
験

出
来
て
楽
し
め
る
け
ど
、
釣
り
と
か
山
登
り

と
か
特
に
趣
味
が
無
い
私
た
ち
は
突
然
ポ
ッ

っ
と
自
分
で
来
て
も
何
し
て
良
い
か
わ
か
ら

な
い
な
あ
」

　

確
か
に
。
友
人
た
ち
が
「
い
い
ね
え
、
秋

山
郷
は
す
ご
く
良
い
と
こ
ろ
だ
ね
え
」
と
皆

が
言
っ
て
く
れ
る
の
は
私
自
身
が
こ
こ
へ
来

て
か
ら
感
動
し
た
場
所
や
美
味
し
か
っ
た

物
、
素
敵
だ
と
思
っ
た
人
た
ち
を
そ
の
ま
ま

友
人
た
ち
に「
ガ
イ
ド
」し
て
い
る
か
ら
な
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
全
て
の
お
客

様
に
は
そ
こ
ま
で
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
今
よ
り
も
う

少
し
訪
れ
た
方
々
に
わ
か
り
や
す
く
案
内
を

す
る
事
や
情
報

を
発
信
す
る
こ

と
は
出
来
る
か

も
し
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
紙
な
ど
の

媒
体
を
通
し
て

の
お
も
て
な
し

に
も
心
を
込
め

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

杉
森
奈
那
子
）

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

だ
ん
だ
ん
と
朝
夕
が
冷
え
込
む
よ
う
に

な
り
、
冬
を
間
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局
で
は
再

認
定
審
査
報
告
書
を
完
成
さ
せ
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
の
認
定
か
ら

４
年
が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
、

活
動
が
よ
り
活
発
に
な
っ
た
こ
と
、
課
題

と
し
て
出
て
き
た
こ
と
な
ど
を
報
告
書
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
と
言
え

ば
、
認
定
ガ
イ
ド
の
取
組
み
や
、
住
民
の

活
動
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
活

動
を
し
て
い
る
団
体
は
４
年
前
に
は
６
団

体
で
し
た
が
、
現
在
で
は
42
団
体
ま
で
増

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
盛
り
上
げ
て
く
れ

た
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
保
全
に

つ
い
て
の
計
画
の
策
定
で
す
。
日
々
、
認

定
ガ
イ
ド
や
、
地
域
を
歩
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
人
た
ち
に
ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
確
認
を
い
た
だ
い
て
は
い
ま

す
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
よ
り

良
い
保
全
計
画
を
作
っ
て
い
く
予
定
で

す
。
４
年
間
取
組
ん
で
き
た
活
動
に
自
信

を
も
っ
て
、
10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
の

再
審
査
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
責　

越
智
）

▲秋山郷へ訪れた友人たち（雄川閣前）

▲再認定審査報告書

㊶

ジ
オ
パ
ー
ク
お
宝
巡
り
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

10
月
13
日
㈯　

９
時
～
15
時
半

　

新
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
！

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
整
備
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

　

参
加
無
料
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

帽
子
・
昼
食
・
飲
み
水
・
林
を
歩
い
て
も

大
丈
夫
な
服
装

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

※
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
受
験
を
考
え
て
い
る
方

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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精密検査に行っていますか？
　村の各種検診を受けていただいた方へ
　「病院で精密検査を受けてきた」という方が、多くなってきましたが、以下のような現状です。
　早期発見・早期治療の為にも、精密検査受診率100％を目指しています。
　お手元に精密検査依頼書がある方で、まだ精密検査に行けていない方は、早めの受診をお願いいたします。

よ りだ健保

　生活習慣病とは、いわゆる食生活・運動習慣、休養、喫煙、飲酒などの生活習慣が関与して発症する病
気の総称です。喫煙・飲酒は大人の問題だと思いますが、近年、肥満・糖尿病・脂質異常症などの生活習
慣病になる子どもが増加しています。
　生活習慣病は、血管を痛めます。自分の体の血管を大事にしていかないと、脳・心臓・腎臓に負担がか
かり、死に至るような病気の発症のリスクを高めます。（これは大人も同様です!!）

　子どもの人生まだまだこれからです。自分のお子さん・お孫さんが大人になっても元気で病気にならな
いような生活習慣を作ってあげることが、子どもにしてあげられる親（大人）の役目ではないでしょうか。
子どもの生活習慣病について次回もシリーズでお伝えしていきます。

生活習慣病は大人だけ？
～大人の問題だけでなく、子どもでも
同じことがおこっています～

子育てお
たより

子育てお
たより

子育てお
たより

～子どもの頃からの肥満はこわい、その理由～

１．小児期の肥満の約70％が成人になっても肥満のままとなる。
２．大人になってからメタボリックシンドロームを早期に発症しやすくなる。
３．50歳以下で早期死亡率が、子どものころ肥満であった人では２倍以上高い。

●「精密検査が必要」と診断後、病院へ受診した方の率

平成28年 平成29年 平成30年
乳 房 検 診（マンモ・エコー） 100% 100%
子宮頸検診 67% 0%
胃　検　診 82% 80% 17%
大 腸 検 診 86% 86% 22%
肝 炎 検 診 100%
前立腺検診 50% 67% 20%
肺がん検診（ＣＴ） 80% 100% 0%
結 核 検 診（レントゲン） 36% 89% 80%

（H30 9/6時点）

第２回
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　今年で39回を数える村をあげた一大イベント、“木
島平村民祭”が開催されます。当日は、村内の団体に
よる様々な催し物や即売会、力作揃いの村民による作
品展、村内ダンスチームなどが参加する芸能発表会が
行われます。
　大勢の皆さまのお越しをお待ちしています。

◇日　時　10月27日㈯　午前９時～午後７時
◇場　所　木島平村若者センター周辺
　　　　　（木島平村大字往郷911－７周辺） 
◇問合せ　第39回木島平村民祭実行委員会事務局
　　　　　（木島平村農村交流館内）
　　　　　電話 0269-82-2041　

　国の重要無形民俗文化財に指定され、毎年１月15日
に大勢の見物客でにぎわう「野沢温泉の道祖神祭り」。
　その社殿を造るための御神木を伐り出す作業の見学
と、紅葉のブナ林散策をしてみませんか。参加者には
旬のキノコ汁サービスがあります。

◇期　　日：10月7日㈰
◇参 加 費：無料　　◇募集定員：50名
◇申込・問い合わせ先：野沢温泉観光協会
　　　　　　　　　　　電話 0269-85-3155
� http://nozawakanko.jp/

第39回 木島平村民祭　開催
御神木伐り出し見学とブナの森散策ツアー

　日本一の河岸段丘を舞台にした住民参加型の花火大
会「GEO河岸段丘花火2018」が10月27日㈯夜７時に
開催されます。津南町と栄村が苗場山麓ジオパークへ
認定されてから、河岸段丘花火実行委員会では、秋山
郷の「切明」を起点に、大地の成り立ちを追うように
中津川沿いを駆け下り、雄大な河岸段丘を浮かび上が
らせています。13年目を迎えたこの花火、秋の一大イ
ベントとして盛り上げていきます。
お問い合わせ　津南町観光協会　電話 025-765-5585

　なちゅらでの「第九」
も３年目を迎え、今年
は「プレ飯山音楽祭」
のメインイベントとし
て、市民合唱団が声高
らかに「歓喜の歌」を
歌いあげます。
　第１ステージには飯
山市内の小学生による
公募合唱団も登場。と
もに舞台を盛り上げま
す！

日　時：11月25日㈰　14:00開演（13:30開場）
会　場：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
入場料：全席自由
　　　　一般 3,000円　  学生（高校生以下） 2,000円
チケット販売：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　（電話 0269-67-0311）

日本一長くて、日本一短い花火 プレ飯山音楽祭　市民第九コンサート

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

▲それぞれの大地から打ちあがる花火
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８月火災・救助・救急出動件数

最高気温 37.1℃ ８月22日㈬

最低気温 13.3℃ ８月18日㈯

平均気温 25.1℃ 総 雨 量 175.0㎜

栄村の気象（８月）

世帯数 834世帯 前月比＋4
人　口 1,878人 −3
男 906人 −4
女 972人 +1

出生 0
死亡 2
転入 3
転出 4

世帯と人口（９月１日現在） ８月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 3 0 132 飯山日赤� 13

津南病院� 5
そ の 他� 5
不 搬 送� 0
合　　計� 23
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 23

野沢温泉村 0 0 19

栄 村 0 0 23

管 轄 外 等 0 0 0

消したかな　気にする心　消さないで

１０月の納税等
○村民税　　　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　９月６日に最大震度７を記録した北海道地震で
亡くなられた方々に謹んでお悔やみ申し上げます
と共に、被災された皆様に心よりお見舞い申し上
げます。
　今年は西日本豪雨や大阪地震など日本各地で甚
大な被害が発生しています。いざという時に迅速
な避難行動ができるよう日頃からの防災意識を高
めていきたいですね。村では、11月４日㈰に総合
防災訓練を計画していますので、実際に避難行動
をとり、いざという時にどこへ避難すべきなのか
再度確認してみてはいかがでしょうか。

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　10月31日㈬です
口座振替日
　農協・郵便局　　　10月22日㈪
　八十二銀行・県信　10月25日㈭

生活カレンダー月10
６
日
㈯　

北
信
保
育
園
運
動
会
【
栄
小　

８
時
半
】

７
日
㈰　

Ｓ
Ｂ
Ｃ
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

�

【
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル　

14
時
】

８
日
㈪　

第
9
回
栄
村
歩
け
歩
け
大
会
【
農
村
広
場
】

９
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

12
日
㈮
～
28
日
㈰　

秋
山
・
郷
の
市
【
雄
川
閣
前　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　

※
８
日
を
除
く
月
曜
日
休
業

18
日
㈭　

や
き
い
も
大
会
【
北
信
保
育
園　

９
時
半
】

20
日
㈯　

村
史
編
さ
ん
自
然
講
座
⑸
【
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場　

９
時
】

21
日
㈰　

第
20
回
栄
村
収
穫
祭
【
栄
村
役
場　

10
時
】

　
　
　
　

第
40
回
栄
村
総
合
文
化
祭
【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

23
日
㈫　

園
開
放
日
【
北
信
保
育
園　

９
時
】

26
日
㈮　

栄
小
音
楽
会
【
栄
小
体
育
館
】

11
月

４
日
㈰　

栄
村
総
合
防
災
訓
練
【
東
部
地
区　

８
時
】

６
日
㈯　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
【
高
齢
者
セ
ン
タ
ー　

10
時
半
】

９
日
㈫　

お
達
者
会
【
横
倉
公
民
館　

10
時
】

10
日
㈬　

お
達
者
会
【
箕
作
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　

【
小
赤
沢
公
民
館　

14
時
】

11
日
㈭　

お
達
者
会
【
青
倉
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　
　
　
　
　

【
和
山
公
民
館　

14
時
】

12
日
㈮　

お
達
者
会
【
森
公
民
館　

14
時
】

15
日
㈪　

心
理
相
談
【
役
場
第
２
会
議
室　

９
時
】

16
日
㈫　

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室
【
集
団
検
診
室　

10
時
】

17
日
㈬　

お
達
者
会
【
志
久
見
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
長
瀬
公
民
館　

14
時
】

19
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室
【
北
信
保
育
園　

９
時
半
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
極
野
公
民
館　

10
時
】

23
日
㈫　

お
達
者
会
【
月
岡
公
民
館　

10
時
】

24
日
㈬　

お
達
者
会
【
泉
平
公
民
館　

10
時
】

25
日
㈭　

お
達
者
会
【
白
鳥
・
大
久
保
公
民
館　

10
時
】

　
　
　
　

お
達
者
会
【
平
滝
・
屋
敷
公
民
館　

14
時
】

26
日
㈮　

乳
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

11
月

１
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
相
談
会
【
役
場　

14
時
】

３
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室
【
９
時
】

５
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
検
診
室　

13
時
】

７
日
㈬　

子
育
て
相
談
日
【
集
団
検
診
室　

９
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

裕




